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ス
マ
ホ
等
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
第
三
者
に
知

ら
れ
な
い
よ
う
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
遺
品
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
、
故
人
の
ス
マ
ホ
等
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ

ー
ド
が
分
か
ら
ず
デ
ー
タ
を
調
べ
ら
れ
な
い
と
い
う

問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、

万
が
一
の
際
に
、
遺

族
が
故
人
の
ス
マ
ホ

等
を
ロ
ッ
ク
解
除
で

き
る
よ
う
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▲調査結果を地図に落とし込む

▲マップの完成！

見
守
り

見
守
り

新
鮮
新
鮮

　
情
報

　
情
報

505号

始
め
ま
し
ょ
う
！

始
め
ま
し
ょ
う
！

��

デ
ジ
タ
ル
終
活

デ
ジ
タ
ル
終
活

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

ひ
と
こ
と
助
言

ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動

　

北
海
道
町
内
会
連
合
会
で
は
、
地
域
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
に
と
っ
て
一
番
身
近
な

町
内
会
・
自
治
会
に
、
見
守
り
・
声
か
け
・
助
け
合
い
活
動
を

実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
運
動
目
標
に
「
ひ
と
り
の
不
幸

も
み
の
が
さ
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動
」
を
平

成
２
年
度
か
ら
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
、
北
海
道
共
同
募

金
会
と
の
三
者
提
唱
に
よ
り
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

単
位
町
内
会
あ
る
い
は
地
区
連
合
町
内
会
を
対
象
に
、
年

間
を
通
し
た
活
動
に
は
「
単
年
指
定
」
で
３
万
円
、
２
年
間

を
か
け
た
新
た
な
活
動
に
は
「
２
年
指
定
」
で
５
万
円
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、「
単
年
指
定
」
の
38
町
内
会
に
３
万
円
、

「
２
年
指
定
」
の
20
町
内
会
に
５
万
円
、
合
せ
て
58
町
内
会

に
助
成
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
感
染
予
防
に
配
慮
し
な
が
ら
、
地
域
で
見
守

り
・
声
か
け
・
助
け
合
い
活
動
を
す
す
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

実
践
活
動
の
条
件
を
緩
和
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

苫
小
牧
市
樽
前
町
内
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
住
民
相
互
の

情
報
交
換
の
場
が
失
わ
れ
た
ほ
か
生
活
形
態
の
変
化
や
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
転
出
、
転
出
後
の
住
居
の
利
用
実
態
な
ど
不

明
な
点
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
居
住
実
態
を
調
査
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
多
く
の
生
活
実
態
の
変
化
や
事
業
所
の
増
加

な
ど
コ
ロ
ナ
以
前
に
比
べ
て
想
像
以
上
の
変
化
が
判
明
し
ま

し
た
。

　

調
査
結
果
を
地
図
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
地
域
の
現
状
が

把
握
し
や
す
く
な
り
、
曖
昧
だ
っ
た
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

つ
い
て
も
規
約
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
を
通
じ
て

普
段
会
う
機
会
の
な
い
方
と
も
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
災

害
時
の
避
難
支
援
や
防
犯
対
策
な
ど
に
活
用
で
き
る
資
料
が

で
き
ま
し
た
。

　

世
帯
状
況
は
常
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
今
後
も
定
期
的
に

更
新
し
て
い
く
ほ
か
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
町
内
会
活
動
へ

の
参
加
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
居
住
実
態
マ
ッ
プ・調
査
票
」を

「
居
住
実
態
マ
ッ
プ・調
査
票
」を

��

作
成
し
て
防
災
防
犯
対
策
に

作
成
し
て
防
災
防
犯
対
策
に

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し
た
地
域
の
実
態
を
調
べ
る

苫
小
牧
市
樽
前
町
内
会

令
和
６
年
度
の
事
例

事
例
１　

亡
く
な
っ
た
兄
が
生
前
利
用
し
て
い
た
ネ

ッ
ト
銀
行
の
口
座
を
確
認
す
る
た
め
、
携
帯
電
話
会
社

の
店
舗
に
ス
マ
ホ
の
画
面
ロ
ッ
ク
解
除
を
依
頼
し
た
。

「
初
期
化
は
で
き
る
が
、
画
面
ロ
ッ
ク
の
解
除
は
で
き

な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
で
は
デ
ジ
タ
ル
遺
品
の
確

認
が
で
き
な
い
。

事
例
２　

夫
が
亡
く
な
り
携
帯
電
話
を
解
約
し
た
。

最
近
、
夫
が
契
約
し
て
い
た
ス
マ
ホ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
サ
ブ
ス
ク
契
約
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
事

業
者
に
問
い
合
わ
せ
る
と
「
す
ぐ
に
解
約
す
る
に
は
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
だ
。
そ
れ
が
分
か
ら
な
け
れ

ば
す
ぐ
に
は
解
約
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。

　⃝ひとり暮らしの高齢者等との会食会・茶話会・交流会
　⃝お年寄りと子どものつどい　⃝ふれあいサロンづくり

❷交流活動

　⃝声かけ訪問　⃝除排雪活動　⃝配食サービス
❸在宅福祉サービス活動

　⃝傾聴ボランティア等の養成研修会　⃝介護教室
❺マンパワー養成

　⃝町内会助け合いチームづくり
　⃝災害時要援護者のための体制づくり
　⃝消費者被害防止ネットワークづくり
　⃝オンラインによる地域のコミュニケーションづくり
　⃝防犯パトロール活動

❹ネットワークづくり

　⃝ひとり暮らしの高齢者マップ調査
　⃝高齢者ニーズ調査

❻調査活動

実践活動のメニュー

　⃝健康教室、栄養・料理教室
　⃝悪質商法被害防止研修会　⃝交通安全教室
　⃝住民福祉懇談会　⃝福祉だよりの発行

❶啓発活動
守
り・声
か
け
な
ど
の
訪
問
活
動

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
の
交
流
活
動
に
取
り
組
む
58
町
内
会
に
助
成
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本
助
成
事
業
は
、
道
町
連
共
済
の
会
費
収
入
を
財

源
に
会
員
還
元
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動

共
済
会
員
還
元
事
業

　

北
海
道
町
内
会
連
合
会
で
は
、
全
国
各
地
で
度
重
な
る
台

風
や
地
震
、
豪
雪
、
豪
雨
等
に
よ
る
被
災
を
教
訓
に
、
平
成

17
年
度
か
ら
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
研
究
大
会
や
研
修
会
の
開
催
、
さ
ら
に
、
町

内
会
主
催
の
防
災
研
修
会
へ
の
助
成
事
業
を
「
共
済
会
員
還

元
事
業
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
災
害
時
に
住
民
が
助
け
合
え

る
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
は
、東
日
本
大
震
後
の
平
成
23
年
度
よ
り「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動
」
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

本
助
成
事
業
は
、
道
町
連
共
済
に
加
入
す
る
単
位
町
内
会

及
び
地
区
連
合
会
が
主
催
す
る
「
防
災
訓
練
」
や
「
自
主
防

災
組
織
研
修
会
」に
対
し
て
２
万
円
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
59
組
織
が
実
施
す
る
研
修
会
に
助
成
し
ま

し
た
。研修会のメニュー

▶�防災講習会、炊き出し訓練、
防災マップづくり

▶�災害図上訓練（ＤＩＧ）、避
難所運営ゲーム（ＨＵＧ）

▶��応急手当研修会、救急手当
研修会

▶�災害時要援護者世帯調査・
マップづくり

▶�安心・安全関係者ネットワ
ーク会議

▶�自主防災組織研修会や組織
づくりのための会議

▲アルミブランケット体験

▲簡易トイレの使い方

　

岩
見
沢
市
の
幌
向
地
区
町
会
連
絡
協
議
会
（
２
，
５
５
４

世
帯
）
で
は
、
安
心
・
安
全
に
向
け
た
町
会
活
動
の
一
環
と

し
て
冬
期
の
災
害
に
対
す
る
備
え
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

冬
の
避
難
所
生
活
に
お
い
て
は
、
寒
さ
や
体
を
動
か
さ
な

い
こ
と
で
低
体
温
症
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
な
ど
に

な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
震
な
ど
で
停
電

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
在
宅
避
難
で
あ
っ
て
も
暖
房
や

調
理
器
具
が
使
え
な
い
こ
と
を
想
定
し
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

や
携
帯
ス
ト
ー
ブ
等
の
準
備
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
空
気
が
乾
燥
し
気
温
が
低
く
な
る
冬
期
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
様
々
な
感
染
症
が
流
行
し
ま
す
の
で

避
難
所
の
よ
う
な
密
に
な
り
や
す
い
環
境
下
で
は
感
染
症
対

策
グ
ッ
ズ
の
用
意
を
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
避
難
所
で
の
女
性
へ
の
配
慮
や
ペ
ッ
ト
の
避

難
な
ど
の
話
や
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
・
簡
易
ト
イ
レ
の
組

立
、
ア
ル
ミ
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
の
使
用
体
験
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
発

電
機
の
始
動
方
法
の
確
認
な
ど
実
践
的
な
研
修
に
参
加
者
た

ち
は
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

防
災
講
座
　「
冬
の
防
災
研
修
会
」

防
災
講
座
　「
冬
の
防
災
研
修
会
」

冬
の
災
害
に
備
え
て岩

見
沢
市
幌
向
地
区
町
会
連
絡
協
議
会

自主防災組織とは、「自分たちの地域は自分たちで守る」という自覚、連帯感
に基づき、災害による被害を予防し、軽減するための活動を行う組織です。

発災時に重要な「自助」と「共助」

災害時への備えは、自助・共助・公助の３つに分けられます。
□自助 自分の身を自分の努力によって守る
□共助 地域や近隣の人が互いに協力し合う
□公助 行政による救助・援助など

しかし、災害時は「公助」が十分に機能しない場合もあります。
その中で命を守るために重要なのが「自助」と「共助」です。

作成：北海道総務部危機対策局危機対策課 TEL：011-206-7804
「自主防災組織についてのページ」 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/bsb/jisyubousai.html

「自主防災組織」を結成しませんか？

「自主防災組織」を結成しましょう

※北海道は全国40位

＜結成するメリット＞

•地域内の繋がりの強化
•地域内での役割の明確化
•活動に対する支援施策がある場合も…

＜結成するには＞

能登半島地震でも活躍した自主防災組織

令和６年（ 年）１月に発生した能登半島地震の際、能登半島の先端部の海沿いに位置す

る珠洲市三崎町寺家下出地区では、地震発生後に隣近所が声を掛け合い、早期に避
難したことで、堤防を越える大きな津波が地震発生から 分ほどで襲来し、多くの住宅が倒壊

したものの、住民全員の命が助かりました。
この地区では、自主防災組織が設立されており、避難計画等が整備

されていたほか、 年の東日本大震災以降、毎年１～２回地震や津波を
想定した避難訓練を実施しており、こうした日頃からの取組が命を守
るとっさの行動に繋がったと言えます。

北海道
7766..99%%

全国
8855..44%%

■自主防災組織活動カバー率（R6.4.1時点）

【平時（普段）】

防災組織の普及・啓発
地域の災害危険の把握
防災訓練の実施

＜活 動 例＞

【発災時】

被災住民の救出・救護
給食・給水活動
避難所運営など

新たに結成 既存の組織を活用
 既存の組織に関係
なく、新たにメン
バーを集めて結成
する

 既存の組織（町内
会や自治会）に防
災部などを設置

※組織の結成など、詳細につきましては、
お住まいの市町村にお問い合わせください。

みさきまち じけ しもで

　

災
害
時
へ
の
備
え
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
３
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
時
は
「
公
助
」
が
十
分
に
機
能

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
命
を
守
る
た
め
に

重
要
な
の
が
「
自
助
」
と
「
共
助
」
で
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
た
め
の
自
主

防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

「
自
主
防
災
組
織
」を
結
成
し
ま
せ
ん
か
？

令
和
６
年
度
の
事
例

防
災
活
動
研
修
会
支
援
助
成
事
業

防
災
避
難
訓
練
等
に
取
り
組
む
59
町
内
会
に
２
万
円
を
助
成

北
海
道
か
ら
の
お
知
ら
せ
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能
登
半
島
地
震
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
際
、
被
災
地
で

は
自
主
防
災
組
織
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
特
に
災

害
発
生
直
後
は
、
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
な
ど
地
域
で
助
け
合

う
「
共
助
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
実
際
に
大
規
模
災
害
に
直
面
し
た
場
合
に
備
え
、

災
害
時
に
お
け
る
活
動
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
防
災
活
動
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
総
務
省
消
防
庁
が
取
り
ま
と
め

た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
地
で
の
自
主
防
災
組
織
活
動

事
例
集
よ
り
一
部
活
動
を
抜
粋
し
紹
介
い
た
し
ま
す
。

鈎か
ぎ

取と
り

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
町
内
会�

（
宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
）

◦
平
常
時
の
活
動

（
１
）
住
民
へ
の
防
災
意
識
啓
発

（
２
）
住
民
と
地
域
の
結
び
つ
き
と
意
識

（
３
）
防
災
訓
練

◦
東
日
本
大
震
災
時
の
活
動

（
１
）「
黄
色
い
旗
」
を
利
用
し
た
安
否
確
認
方
法

　

町
内
世
帯
す
べ
て
に
黄
色

い
旗
を
配
布
し
て
お
り
、
家

族
全
員
が
無
事
の
場
合
は
玄

関
先
に
旗
を
出
し
、
出
て
い

な
い
家
庭
に
は
直
接
訪
問
し

安
否
確
認
を
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

震
災
時
に
は
全
世
帯
の
８

割
が
旗
や
ハ
ン
カ
チ
等
で
無

事
を
知
ら
せ
、
役
員
が
残
り
の
世
帯
を
回
り
負
傷
者
等
が
い
な

い
こ
と
を
確
認
。
自
宅
に
不
在
で
連
絡
が
取
れ
な
い
住
民
は
全

て
町
内
会
へ
無
事
で
あ
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か

ら
の
訓
練
が
身
に
つ
い
て
お
り
、「
自
分
が
い
な
け
れ
ば
町
内
会

が
心
配
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
信
頼
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
た

結
果
で
す
。

（
２
）
住
民
に
よ
る
自
主
的
な
活
動

　

住
民
は
、「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」「
リ
ー
ダ

ー
が
い
な
く
て
も
だ
れ
で
も
自
主
的
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
お
り
、
震
災
時
に
は
災
害
本
部
の
立
ち

上
げ
か
ら
住
民
の
避
難
所
へ
の
誘
導
、炊
き
出
し
の
た
め
の
食
糧

の
持
ち
込
み
や
調
理
と
住
民
一
丸
と
な
っ
て
対
応
で
き
ま
し
た
。

◦
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
今
後
の
課
題

・�

余
震
の
不
安
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
不
通
等
か
ら
避
難
所
に
残

る
人
が
多
く
施
設
の
使
用
が
長
期
間
に
わ
た
っ
た
。

・�

発
電
機
等
で
使
用
す
る
ガ
ソ
リ
ン
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
た
。

・�
人
材
の
育
成
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

◦
全
国
の
自
主
防
災
組
織
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・�

最
後
に
頼
れ
る
の
は
絆
で
結
ば
れ
た
人
の
力

・�

情
報
を
共
有
し
て
即
対
応
す
る
た
め
に
も
、
地
域
の
様
々
な

団
体
と
の
連
携
が
重
要

・�

各
家
庭
の
安
否
確
認
は
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
も
日
ご
ろ
か
ら
の
訓
練
は
絶
対
に
必
要　

大
戸
浜
地
区
自
主
防
災
会�
（
福
島
県
相
馬
郡
新
地
町
）

◦
平
常
時
の
活
動

　
（
１
）
防
災
訓
練　
（
２
）
備
蓄
品　
（
３
）
他
組
織
と
の
連
携

◦
東
日
本
大
震
災
時
の
活
動

（
１
）
避
難
誘
導
と
連
絡
手
段
の
確
保

　

地
区
内
の
住
民
に
対
し
車
を
徐
行
さ
せ
避
難
の
呼
び
か
け
を

行
い
、
電
話
が
不
通
の
た
め
避
難
所
で
あ
る
大
戸
浜
公
会
堂
へ

無
線
機
の
確
保
へ
向
か
い
ま
し
た
。
消
防
へ
連
絡
確
保
の
た
め

無
線
機
を
届
け
に
行
っ
た
際
、
消
防
署
の
屋
上
か
ら
町
が
津
波

に
飲
み
込
ま
れ
る
瞬
間
を
見
ま
し
た
。

（
２
）
更
な
る
避
難

　

住
民
は
訓
練
通
り
避
難
し

て
い
ま
し
た
が
想
定
を
上
回

る
津
波
が
迫
っ
て
き
た
た
め

危
険
と
判
断
し
、
内
陸
の
高

台
に
あ
る
総
合
体
育
館
へ
移

動
す
る
こ
と
を
決
意
。
生
活

道
路
が
津
波
で
通
れ
な
い
た

め
山
道
を
集
団
で
移
動
し
ま

し
た
。

（
３
）
避
難
所
生
活

　

総
合
体
育
館
へ
移
動
し
て
２
日
後
、
自
衛
隊
の
基
地
と
し
て

の
利
用
計
画
の
た
め
小
中
学
校
へ
分
散
し
て
避
難
。
生
活
必
需

品
の
奪
い
合
い
が
起
こ
っ
た
た
め
各
地
区
か
ら
代
表
者
を
出
し

て
毎
朝
役
場
職
員
と
連
絡
調
整
を
行
い
管
理
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
各
地
区
で
班
を
作
り
当
番
制
に
し
た
と
こ
ろ
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
ま
し
た
。

◦
防
災
訓
練
の
成
果
や
今
後
の
課
題
等

（
１
）�

防
災
訓
練
を
通
じ
住
民
は
避
難
所
が
明
確
に
な
っ
て
い

た
。
防
災
知
識
が
あ
る
程
度
身
に
つ
い
て
い
て
毛
布
を

簡
易
担
架
と
し
て
代
替
で
き
た
こ
と
は
訓
練
の
賜
物
で

あ
っ
た
。

（
２
）�

折
り
畳
み
式
ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
プ
の
リ
ヤ
カ
ー
の
必
要

性
が
高
い
と
感
じ
た
。

（
３
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
が
遅
か
っ
た
。

出
典
：�「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
活
動

事
例
集
」（
平
成
25
年
３
月
29
日
・
総
務
省
消
防
庁
発

行
）
よ
り
一
部
抜
粋

災
害
に
直
面
し
た
活
動
か
ら
学
ぶ

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災
にに
お
け
る
お
け
る

��
自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織
のの
活
動
事
例
動

活
動
事
例
動

▲無事を知らせる黄色い旗

▲左下の体育館へ更に避難
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災害に直面した活動から学び災害に備える～東日本大震災における自主防災組織の活動～



管内町内会連絡協議会の概要 令和７年３月31日現在

組織名 会長名 事務局 加入市区町村数／
管内市町村数

R６年度
予算額 結成年

根室管内町内会
連絡協議会

島　　祐一
（根室市）

根室市
町会連合会 ５/５市町村 643千円 昭和58年

釧路管内町内会
連絡協議会

黒木　　満
（釧路市）

釧路市
連合町内会 ８/８市町村 350千円 平成２年

胆振管内町内会
連絡協議会

沼田　俊治
（室蘭市）

室蘭市
町内会連合会 10/11市町村 340千円 平成４年

渡島管内町内会
連絡協議会

江頭　　進
（函館市）

函館市
町会連合会 11/11市町村 91千円 平成４年

十勝地区町内会
連絡協議会

古澤　慎二
（帯広市）

帯広市
町内会連合会 10/19市町村 386千円 平成４年

オホーツク管内町内会
自治会連絡協議会

船山　洋明
（紋別市）

紋別市
町内会連絡協議会 17/18市町村 690千円 平成10年

宗谷管内町内会
自治会連絡協議会

小川　文三
（稚内市）

稚内市
町内会連絡協議会 ６/10市町村 498千円 平成11年

上川総合振興局管内
町内会自治会連絡協議会

鎌田　　勲
（富良野市）

富良野市
連合町内会協議会 ９/23市町村 164千円 平成13年

管内町内会連絡協議会のすがた
　北海道総合振興局・振興局管内を単位とした町内会連絡協議会は、道内で８組織結成され、管内市町
村間の連絡調整、交流、研修、各種運動の推進等がすすめられています。

　北海道町内会連合会では、管内市町村の連携と町内会活動の充実・強化を促進するために、次のよう
な活動費の助成をして応援しています。また、連絡協議会が未結成の管内に対しては、結成を呼びかけ
ています。

・活動助成費 �３万円

管内町内会連絡協議会への助成

▲根室管内（総会）

▲十勝管内（研修会）

▲胆振管内（研修会）

▲オホーツク管内（総会）

▲宗谷管内（研修会）

▲上川管内（研修交流会）
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●見舞金支給事例

◆パンフレット
　「道町連共済のご案内2025年」

2025年全道の町内会活動を支える全道の町内会活動を支える

ささえあってまちづくり

のご案内のご案内
「道町連共済」は、町内会・自治会活動中に事故にあわれたとき、
見舞金を支給する『一般社団法人北海道町内会連合会』の会員相互
の助けあいの事業で、町内会関係者の長年の願いにより昭和58年
にスタートしました。
　北海道町内会連合会に入会する正会員組織、準会員組織に所属
する町内会役員や町内会員の皆さんが、ひとり年200円の会費で
「道町連共済」に加入いただけます。

　道町連共済は、会員相互の助け合い事業として、これまで何度かの
改正を重ねて内容の充実を図ってきました。近年、共済加入者が減少
傾向にあることからアンケート調査を実施したところ、要望の多かっ
た「損害賠償」について協議を重ねた結果、現行の見舞金に「破損事故
見舞金」（令和5年4月1日施行）を新設することとなりました。

●共済会費
　ひとり年200円 

（年度途中の加入も同額）

●共済期間
　4月1日から翌年3月末日までの1年間
    （年度途中の加入も3月末日まで）

令和５年４月１日改正

1．共済会費と共済期間

2．見舞金の内容

ひとり
年200円

期間は
3月末まで

傷害見舞金
死亡見舞金Ｂ

破損事故見舞金
医師等の診断書（治ゆ証明書）文書料

治療のために被害者が
実際に負担した医療費

 10万円

１万円
一事故5,000円を限度に実費支給

条　件
支給上限を10万円とする。
医師の指示による薬代・補装具代も含む。
死亡見舞金Ａに該当しない、活動中の死亡に対して支給。
発生後24時間以内に死亡の場合。
共済加入者の町内会活動中の事故が原因で、町内会として実費
弁償が生じた事故。但し、実費弁償額が1万円未満の場合は除く。
通院した日が5日（１～５日）以内の事故は診断書（治ゆ証明
書）が不要のため除く。※本会指定様式の診断書に限る。

※注  医師等とは、医師、歯科医師、柔道整復師をいいます。

※注  死亡見舞金A、後遺障害見舞金は、北海道町内会連合会が団体契約する損害保険会社から支給されます。

見舞金の種類 支給額

死亡見舞金Ａ
 後遺障害見舞金

200万円
最高200万円

活動中における外因・外傷の事故による死亡に対して支
給。事故発生後180日以内に死亡の場合。
後遺障害の程度により支給。
事故発生後180日以内に生じた場合。

一般社団法人

北海道町内会連合会のご紹介

北海道町内会連合会は、道内の市区町村を単位とした連合町内会等による　　　　 と、
単位町内会・自治会による　　　 　により構成されており、道内の町内会活動の活性化を図り、誰もが
安心して暮らせる住みよいまちづくりをめざして、ご案内の「道町連共済」を含め、次のような事業を
全道的に展開しています。

①ひとりの不幸もみのがさない
　住みよいまちづくり全道運動

②災害に強いまちづくり全道運動

③全道・ブロック別町内会活動研究大会、
　町内会活動実践者研修会の開催

④広報紙「住みよいまちづくり通信」の発行

⑤町内会活動に関する調査の実施

⑥ホームページによる情報の収集・提供

⑦道町連共済事業

⑧顕彰事業

上記の連合会がない、あるいは、入会の合意が得られない単位町内会・自治会が
「準会員」として北海道町内会連合会に入会できます。
（準会員の会員権利）
　①道町連共済への加入　②広報紙の配付　③研修会等の案内

　北海道町内会連合会への入会は、市区町村を単位とした連合会組織あるいは、地区別連合会組
織等が対象です。しかし、上記の連合会組織がない、あるいは、入会の合意が得られない単位町
内会・自治会は、「準会員」として北海道町内会連合会に入会いただけます。

正会員・準会員の
年会費

【お問合せ先】
一般社団法人北海道町内会連合会
〒060ー0002  札幌市中央区北2条西7丁目1番地　かでる2.7
　　　　　　 TEL 011ー271ー3178　  FAX 011ー271ー3956
事業内容・各種情報は、ホームページをご覧ください。 ホームページ http://www.d-choren.or.jp

2025.2
発 行

住みよいまちづくりをめざして

あなたの所属する
組織の入会状況は、下記

「北海道町内会連合会」まで

お問い合わせください。

正会員
準会員

全道の町内会・自治会が結集する唯一の組織、
ともに住みよい北海道づくりをめざしています

●北海道町内会連合会への入会のご案内 ●

正会員　とは、市区町村を単位とした連合会、あるいは、地区連合会が対象です。
準会員　とは、単位町内会・自治会が対象です。

◎年会費は ①均等割 と ②世帯割の合算額
◎世帯割の100円未満は切り捨て

正会員 ①均等割　市区25,000円、町村15,000円
　　　　　 （※同一市区町村内で複数入会の場合は分担）
　　　 ②世帯割　１円（加入世帯数×１円）
準会員 ①均等割　200世帯未満の町内会　3,000円
　　　　　　　　　 200世帯以上の町内会　5,000円
　　　 ②世帯割　１円（正会員と同額） 

Ａ４版・４ページ・カラー

　令和７年度からの道町連共済の
内容を紹介したパンフレット「道
町連共済のご案内2025年」は、本
会ホームページに
ＰＤＦファイルを
掲載していますの
で、普及・啓発等
にご活用ください。

◆加入・請求手続きの説明冊子
　「事務手続きの手引き」第二次改訂版

第二次改定版

第二次改定版

第
二
次
改
定
版

E-mail info@d-choren.or.jp
ホームページ http://www.d-choren.or.jp/

発　行　２０１５年３月　初版

　　　　２０２３年２月　第２版

発行者　一般社団法人　北海道町内会連合会

　　　　札幌市中央区北２条西７丁目１番地　かでる２・７

　　　　ＴＥＬ　０１１ー２７１ー３１７８

　　　　ＦＡＸ　０１１ー２７１ー３９５６

Ａ４版・38ページ

　事務続きを円滑すすめていただ
くため、加入手続き、請求続きの
説明とともに、あらまし、様式、
規程を掲載しています。
　本会ホームページにＰＤＦファ
イルを掲載していますので、ご活
用ください。

◆新年度の共済加入申し込みについてお願い
　～共済会費と加入者名簿はまとめて申し込みを～
◆正会員（連合会）の皆さまへ
　連合会は、単位町内会の新年度共済加入申し込みを
とりまとめ、北海道町内会連合会（本会）に加入手続
きをしてください。
　①様式第１号「共済加入申込書」
　②様式第２号－１「加入者名簿（個人加入用）」
　③様式第２号－２「加入者名簿（役職加入用）」
　　※既存の役員名簿でも可
　共済会費につきましては、本会の指定口座宛てにお
振込みください。

道町連共済お問合せ先

札幌市中央区北２条西７丁目１番地かでる２．７
一般社団法人　北海道町内会連合会
TEL011-271-3178　FAX011-271-3956

死亡見舞金Ａ　２００万円

77歳
男性

　会長として、町内会配付用の広報紙を受け取り、
帰宅途中に凍結路面で転倒。頭部を強打し、脳挫傷
で約12時間後に死亡されました。
※�死亡見舞金Ａは、町内会活動中の外因・外傷の事
故による死亡に対して支給。

　（事故発生日から180日以内に死亡の場合に限る）

死亡見舞金Ｂ　１０万円

83歳
男性

　町内の草刈り・清掃作業中に意識不明となり、救
急車で病院に搬送され、搬送先の病院で急性心臓死
による死亡が確認されました。
※�死亡見舞金Ｂは、「死亡見舞金Ａに該当しない活
動中の死亡」に対して支給。

　（発生後24時間以内に死亡の場合に限る）

傷害見舞金　９４,２０２円

75歳
男性

　連合会主催の会議終了後、自転車で帰宅中にバラ
ンスを崩して転倒。左アキレス腱断裂と診断され、
32日間入院、６日間通院しました。
（見舞金内訳）
・入院32日間　　　61,410円
・通院６日間　　　10,680円
・補装具代　　　　17,712円
・診断書料　　　　 4,400円

52歳
女性

　回覧物の配布中に階段から転落。病院を受診した
ところ、右距骨剥離骨折と診断され、４日間通院し
ました。
（見舞金の内訳）
・通院４日分　　14,770円
・薬代　　　　　 2,420円
・補装具代� 　　 2,274円

※�通院した日が５日以内の
事故は、診断書（治ゆ証
明書）の提出が不要です。
診断書に替えて明細書と
領収書の提出が必要にな
ります。（コピー可）

傷害見舞金　１９,４６４円
～通院が５日以内の事故の場合～

79歳
男性

　公園の草刈り中に、近くの家の玄関の窓ガラスを
破損してしまいました。

破損事故見舞金　１０,０００円

76歳
男性

　会長として、町内会の葬儀に参列。帰宅途中の路
上で車に跳ねられ、脳挫傷や慢性硬膜下血腫などで
入院。神経系統の機能などに著しい障害を残したた
め、100％の後遺障害見舞金が支給されました。

後遺障害見舞金　２００万円
（200万円×100％＝200万円）

新年度共済加入のご案内

◆道町連共済の様式ついて
　道町連共済の加入・見舞金申請様式をワードファイ
ルで用意していますので、ご活用ください。

クリック

　北海道町内会連合会ホ
ームページのトップ左下
のボタンをクリックして
ください。
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　「道町連共済」は、町内会・自治会活動中に事故にあ
われたとき、見舞金を支給する北海道町内会連合会の
会員相互の助けあいの事業です。
　正会員組織、準会員組織に所属する町内会役員や町
内会員の皆さんが、ひとり200円の会費で「道町連共済」
に加入いただけます。

●安心して活動に参加いただくために

●令和６年度は７８件の見舞金を支給
　令和６年度の見舞金件数は78件、見舞金は総額
2,746,325円支給されました。
　前年度に比べ、支給件数は７件減でしたが、支給総
額は、約10万円増となりました。傷害見舞金の１件あ
たりの平均支給額は約36,600円でした。

　（内訳）
　　傷害見舞金　　　74件� 2,706,325円
　　破損事故見舞金　４件� 40,000円

　図５のとおり、環境整備・資源回収・除排雪中、総会・
役員会等の運営業務、回覧板・広報配付・町内会費徴収
での事故が最も多く、続いて、盆踊り・お祭りの事故
が多く発生しました。

－環境整備・資源回収・除排雪中のケガが多く発生－

４．どのような活動中の事故が多かったか

0 5 10 15

総会・役員会等の運営業務

環境整備・資源回収・除排雪

盆踊り・お祭り

回覧板・広報配付・町内会費徴収

高齢者宅への訪問・見守り活動等の福祉活動

運動会等のスポーツ行事

研修会

葬儀手伝い

レクリエーション等の親睦行事

交通安全・防災・防犯活動
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　図４のとおり、事故発生時期は、７月・８月・１月が
それぞれ９件と多く、７月・８月は盆踊り・お祭り、１
月は交通安全活動中の事故が多く発生しました。

－ケガが多かったのは、７月・８月・１月－

３．事故の発生時期
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　図２のとおり、性別では男性が38名、女性が36名で
大きな差はありませんでした。年齢別では70代の方に
事故が集中しました。

●令和６年度の事故の状況

－ケガが多かったのは70代－
１． 性別・年齢別
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　図３のとおり、ケガの内
容は前年度同様、転倒によ
る骨折が最も多く29件（39

－最も多いのが転倒による骨折－

２．どんなケガが多いか

骨折
39%

複数
23%
複数
23%

外傷
20%
外傷
20%腱/筋/靭帯 9%腱/筋/靭帯 9%腱/筋/靭帯 9%

捻挫・脱臼 5％捻挫・脱臼 5％捻挫・脱臼 5％

打撲 3%打撲 3%

　令和６年度の共済加入者は98,950名。
　道内の116市区町村の3,289町内会より加入いただき
ました。個人加入と役職加入の割合は、図１のとおり
でした。

●令和６年度は約１０万名が加入

役職加入
76%
役職加入
76%
役職加入
76%

個人加入
24%
個人加入
24%
個人加入
24%

加入者
98,950名

図１　個人・役職加入の割合

図３　ケガの内容

図４　事故の発生月

図５　活動ごとの事故状況

図２　性別 ･年齢別の状況

％）で、続
いて外傷が
15件（20％）
と多くあり
ました。
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令和７年度令和７年度
全道町内会活動研究大会のご案内全道町内会活動研究大会のご案内

テーマ「持続可能な地域づくりにむけて」
１　と　き　令和７年６月３日㈫　14：30開会
２　ところ　札幌市　かでる2.7　かでるホール
３　参加費　正会員・準会員　2,000円
　　　　　　会員以外　　　　4,000円
４　内　容
　・表彰式　
　　令和７年度北海道町内会連合会表彰
　・講　演　
　　テーマ　楽しく歩いて、
　　　　　　　　　　みんな元気！
　　　　　　「地域で支える健康づくり・
　　　　　　　　　　　フレイル予防」
　　講　師　武井　正子氏
　　　　　　（順天堂大学名誉教授）

交流会のご案内交流会のご案内
　　大会終了後、交流会を下記により行います。
　　・と　き　同日　18：00～
　　・ところ　ホテル札幌ガーデンパレス
　　・参加費　8,000円

令和７年度総会のご案内令和７年度総会のご案内
　令和７年度総会は、次のとおり実施いたします。議
案書は５月中旬頃までにお送りします。

１　と　き　令和７年６月４日㈬　９：30～
２　ところ　北海道第２水産ビル８階会議室
３　議　事
　⑴報告事項
　　令和６年度事業報告
　　令和６年度収支決算報告
　　令和６年度監査報告
　⑵議決事項
　　令和７年度事業計画（案）
　　令和７年度収支予算（案）
　⑶選任事項
　　役員の補選について

令和７年度令和７年度
町内会活動実践者研修会のご案内町内会活動実践者研修会のご案内

テーマ「シリーズ㉕　地域の活力向上に向けた
　　　　　　　　　　住民主体の健康づくり（仮）」
１　と　き　令和７年８月20日㈬
２　ところ　札幌市　かでる2.7　４階大会議室
３　参加費　正会員・準会員　2,000円
　　　　　　会員以外　　　　4,000円
４　内　容
　　・実践報告
　　・講義
　　・実技・体験
　　・講評
　　　　　などを予定

～町内会に役立つ情報をご案内しています～～町内会に役立つ情報をご案内しています～
正会員組織データベースのご案内正会員組織データベースのご案内

　道内の町内会連合会の概要や活動内容、広報紙等を
紹介した「正会員組織データベース」をホームページ
に公開しています。
　「わがまちをＰＲしたい」「視察研修先はどこにしよ
う」等、様々な場面でご活用いただいております。情
報の掲載はいつでもお受けしていますので、本会まで
ご連絡ください。

あなたのまちの活動を
写真で紹介します！

http://www.d-choren.or.jp/db/

データベースの情報提供は本会事務局まで
TEL011-271-3178　FAX011-271-3956
E-mail：info@d-choren.or.jp

Ｒ７．６．３　全道町内会活動研究大会／札幌市
Ｒ７．６．４　北海道町内会連合会総会／札幌市
Ｒ７．８．20　町内会活動実践者研修会／札幌市
Ｒ７．10．23　※同日開催
道央ブロック町内会活動研究大会／札幌市手稲区
道東ブロック町内会活動研究大会／帯広市
道北ブロック町内会活動研究大会／稚内市
道南ブロック町内会活動研究大会／登別市

【お願い】
　本会定款第14条での「総会における１個の議
決権」は代表者である会長が有することとしま
すが、会長がやむを得ず総会を欠席の場合、会
長代行として副会長１名の出席を議決権として
認めます。
　なお、会長、副会長いずれも当日欠席される
場合は、総会前に議案書を送付しますので、書
面もしくはメールでの表決をお願いします。

今後の会議等の予定今後の会議等の予定

8住みよいまちづくり通信 No.109

道町連からのお知らせ道 町 連 か ら の お 知 ら せ


